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提出について 

 
 

・ 『リーダーに必要な資質能力』，『新聞や本などからの学び』，『職業研究』，『模擬試験結果』，

『志望校研究』，『講演会 記録・感想』，『未来予想図を作ろう』については，ＬＨＲや総

合的な学習の時間，あるいは長期休業中などに記入をしてもらうことになります。指示が

あった時に記入をし，提出してください。 
 
 

・ 『学習事項振り返り』は毎週月曜日に担任の先生に提出してください。 
月曜日が休日のときは火曜日に提出してください。 
第１回提出日は平成 25 年 4 月 15 日（月）です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   コラム欄 

 

  『賢げなる人も，人の上をのみはかりて，己をば知らざるなり。我を知らずして，外
ほか

を

知るといふ理あるべからず。されば，己を知るを物知れる人といふべし。』 
  （吉田兼好「徒然草」第 134 段） 
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リフレクションノートの意義 
 

鳴門教育大学大学院 教授 阪 根 健 二 
 
 このノートは、進学校における「進路指導」のために開発されたものです。ここでは「リ

ーダー育成」というコンセプトが盛り込まれています。これまでの進路ノートは、そういっ

た視点はほとんどなく、「進路選択」が主たる目的でした。ここでは、生徒と教師が共に考え

るための仕掛けが随所にあります。これこそが、本来の進路指導ノートでしょう。 
 学習において、予習や復習は重要です。しかし、一番大切にしたいのは、日常の授業です。

これを振り返り、自分の興味・関心や、強み・弱みを確認しながら、自学自習することこそ、

学習の基本です。その結果、進路選択が可能となってきます。そこでは、将来何がしたいの

か、自分の未来を予測し、職業に関する知識を得ていくことも重要です。 
 そして何より、これからの日本を背負っていくという気概がなければいけません。沼津東

高校の諸君には、その使命があるのです。単に点数のためという成績主義から、何かを成し

遂げる意欲をしっかりと持っていくことです。このノートは、そのためにあるのです。 

リフレクションノートに寄せて 

校 長 杉 本 淳 光

  

 沼東生は、高校野球夏の大会で勝利した時に「凱歌」を歌う。そして、本校を巣立つ卒業

式で歌う最後の校歌は、「高歌はずや栄の歌」の最終フレーズで締めくくられる。この時、す

べての生徒が進路目標を実現したという達成感を持っていてほしいと教職員一同願っている。

沼東３年間の歩みは、280 余人それぞれ異なるし、浪人する者もいる。でも、教職員は、こ

の３年間で全員の進路実現を保証しようと努力している。そのために様々な進路行事を企画

し、日々の授業改善を進め、一人一人に対してきめ細かな進路指導をしている。 

学校は、生徒諸君に、常に高い志を持ち、21 世紀を担うリーダーとして育ってほしいと願

っている。一方で、真に日本を託すことのできるリーダーの不在が指摘されている。一流大

学に入学することは、リーダーの必須条件ではない。しかし、一流大学には、全国から俊秀

が集まる。そこで刺激を受け切磋琢磨することはとても大切だ。 

私は、生徒には、おおらかにゆったりと３年間を過ごしてほしいと願っているし、生徒も

そう思うだろう。３年間、部活動などに汗を流しながらマイペースで過ごすことと、高い進

路目標を実現することを両立させることができれば素晴らしいと思う。 

この両立を実現させてくれる手助けになるのが、このリフレクションノートだろう。「学び

て思わざれば則ち罔
く ら

し」という格言がある。学ばされるのではなく、自ら思索を深めながら

学んでほしいし、何よりも、生徒に負担を増やさないというこのノートのコンセプトが良い。

うまく使いこなしてほしいと思う。 
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リフレクションノートの使い方 
Reflection = careful thought about something, sometimes over a long period of time 

Reflection を英和辞典で調べてみると，最初に「反射，反照，影響，映像・・・」などが出

てきますが，もう少し探っていくと「熟考，熟慮，思考，感想，反省・・・」などの意味が

あることがわかります。さらに，教育学の分野では「振り返り，省察」という訳し方をする

ことが多いです。そこで，このノートでは『振り返り』の意味で捉えてほしいと思います。 

では，何を『振り返り』するのか，ここでは，自分自身についてと 1 週間の学習の『振り

返り』をしてください。まず，『自分自身の振り返り』についてです。沼津東高校のＨＰに

も記載されている学校経営計画の中に「目指す学校像」があります。簡単に言うと，「沼津

東高校ではこんな生徒の育成に取り組んでいます」というものです。その最初に「21 世紀

を担うリーダーとして，社会で活躍できる・・・有為な人材・・・」という１文があります。

沼津東高校では，様々な行事等を通じてリーダーに必要な資質能力の育成に取り組んでいま

す。しかしながら，生徒自身が自分のリーダー性についてどこまで把握しているのかといえ

ば，疑問があります。リーダーになるべく人材が「自分の良さや能力」を知らないでまわり

の人たちを正しく導いていけるでしょうか。「自分の得意なことは何ですか」「自分の長所は

何ですか」と質問されて答えることができない生徒は少なくありません。これは自己理解と

自己表現の機会が乏しいためだと考えられます。自己理解には，自分の能力と性格を把握す

ることが必要です。自己理解が進めば自己表現もできるようになります。そこで，7 ページ

の例のように，自分の資質能力について深く考える時間を取ってください。リーダー性とい

うのは「集団統率力」だけではありません。その他の資質能力についても着目してみましょ

う。 

次は『1 週間の学習の振り返り』についてですが，12 ページに例が示してあります。「・・・

受動的学習から脱皮して，主体的な学習姿勢を身に付けることが目的なので，自主的な書き

込みをしていくことが大切です。1 週間の中で学習したことや習得したこと，新たに知った

知識や先週まではわからなかったが今週になって理解できたことなど・・・」基本的には，

1 週間に 1 教科について書いてくれれば構いません。分量もあなた自身が決めて下さい。2

教科分書きたい人やスペースが足りない人などはどんどん先のページを使ってください。ス

ペースがなくなれば自分でノートを準備してくれればいいのです。このノートの『学習振り

返り』の目的は与えられた分量をこなすことではありません。自らすすんで学習することで

力が付いていくことを実感することこそが最大のねらいです。 

さらに，このノートは『進路ノート』の役割も持っています。つまり，自分の資質能力を

把握することと学習の振り返りをすることで，目標とする進路への活路を開くことを目指し

ています。沼津東高校１年生の進路関係行事とも絡めて使用してください。 
Reflection Notebook は「リーダー性の育成」「主体的学習姿勢」「進路実現」の三つを目指す

ツールとして作成しました。このノートにより沼津東高生がさらなる飛躍をしてくれること

を期待しています。 
鳴門教育大学大学院 学校教育研究科 

川村 陽一 [置籍校 静岡県立沼津東高等学校] 
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リーダーとして必要な資質能力 
 
 
 
 

         
 

          逍遥の杜の一角 
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コラムページ 

 
 
 

『リーダー性を養うには』 

 
キムタツブログ（灘中学校・高等学校 英語科 木村達哉先生 [2007 年 11 月 8 日]）より抜粋 

上に立つ人ってのは責任感を押し付けられるのに慣れてきます。この「慣れ」ってのは，

上に立ったことのない人には絶対にわからない感覚だと思うのですね。大学時代に例えば部

長を務めていたとか，グループの発起人になっていたとかいうと，就職のときに多少は評価

されます。これはなぜかというと，社会に出て仕事をするときってのは，やはり個人にかか

ってくる責任がとてつもなく大きいからです。慣れた人を採用したいのは当然です。全員で

１つの大きいプロジェクトをする際にリーダーになれる人となれない人がいます。あなたが

会社の経営者ならどちらのタイプが多い会社を作りたいですか？リーダーシップというのは

社会にでると非常に大きい要素なのです。リーダー性を持っている人ってのは，協調性があ

りますし，もちろん責任感もありますし，公共性もあります。なにしろ誰か他の人たちから

見られることに慣れているわけです。場合によっては一挙手一投足にまで見られることだっ

てあります。批判もされます。もちろんプレッシャーだってありますが，それに弱い人はリ

ーダーにはなれません。プレッシャーに対する強さは必須条件。 

責任を負いながらリーダーシップは養われます。なにもクラブの部長や主将にならなくて

もいいのです。小さいところから練習すればいいのです。するとだんだん大きい仕事が任さ

れます。そうなるとあなたは社会的に非常に価値のある人間だということになるわけですね。

船頭多くして船山を登るという諺もありますが，それでも社会はリーダーを求めているので

す。前に立って発言できる人間になりましょう。他の人についていく立場ばかりではダメで

す。前に立ってみましょう！そのためには，やっかみを恐れてはなりません。つまらないや

っかみや批判はまったく気にしなくていいのです。「目立ちよって」という批判をする人は，

自分が前に出られないから悔しがっている人たちなのです。前へ出てみることです。内気な

人やリーダー未経験者は特に頑張りましょう。 

 

＊木村達哉先生の許可を得て掲載しています。 
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リーダーとして必要な資質能力 

自分の良さとしてすでに持ち合わせているものはどのような資質能力ですか。下の枠内の

選択肢①～⑪から探してみてください。また，その資質能力について深く掘り下げてみまし

ょう。あなたは具体的にはどんな力を持っているのでしょう，或いはどんな取り組みをして

いるのでしょう。それ以外にも，将来社会のリーダーとして活躍するために，自分自身を知

る手掛かりになるものとして，自分はこんな能力があると気付いたことがあれば書いてみま

しょう。（その場合は，⑫その他を選択） 

 
① コミュニケーション能力：社会生活を営む人間が互いに意思や感情，思考を伝達し合う    

能力。言語・文字・身振りなどを媒介としてコミュニケーションを図ることができる。 
② 社会性:集団を作って生活しようとする，人間の根本的性質。他人との関係など，社会生活  

を重視する性格。また，社会生活を営む素質・能力。広く社会に通じる性質。  

③ 基本的生活習慣:食事・睡眠・排泄・清潔・衣類の着脱がきちんとできていること。さらに，   

挨拶がきちんとでき，時間や約束を厳守できること。 
④ 対人関係調整力:相手の立場に立って物事を考え，適切な方向に導くことができる能力。人 

との距離を適切にとり，状況に応じて対応できる能力。 
⑤ 使命感:自分に課せられた任務を果たそうとする気概。 
⑥ 協調性（協働性）:互いに協力し合う気持ち。特に，利害や立場などの異なる者同士が協力  

し合う気持ち。 
⑦ 責任感:自分の仕事や行為についての責任を果たそうとする気持ち。 
⑧ 倫理観:人として守り行うべき道を見定めたり，善悪・正邪の判断において普遍的な基準と   

なる見方ができること。  
⑨ 構想力（企画力）:物事を体系的に考え，まとめあげる能力。（あることを行うために計画  

を立てる能力） 
⑩ 自己表現力:自分の感情や思考などを伝達可能な形に表す能力。特に，より効果的・印象的な 

       ものとしてそれを伝える能力。 
⑪ 集団統率力:多くの人々をまとめて率いる力。 

⑫ その他：信頼性・順応性・自己管理能力・透明性・勤労意欲・育成力・共感力・公共性 
    など 

記号（ ⑥・⑧・⑫ ）（例） 記入日  平成  ２５ 年  ４ 月  ２２ 日 
⑥ 自分自身と直接的にかかわっている集団組織の中で，他者の立場を配慮しながら， 

組織の一員として責任のある協力的な行動をとることができる。 

⑧ 人としてあるべき姿を理解し，善悪の判断を適切に行うことができる。 

⑬ その他 「聴く力」・・・①のコミュニケーション能力の一部であるとも思われるが， 

自分は人の話を親身になって聴くことができる。 
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リーダーとして必要な資質能力 
①コミュニケーション能力  ②社会性 ③基本的生活習慣 ④対人関係調整能力 ⑤使命感 

⑥協調性（協働性） ⑦責任感 ⑧倫理観 ⑨構想力（企画力） ⑩自己表現力 ⑪集団統率力  

⑫その他 

 

記号（        ） 記入日  平成      年      月      日 
 

 

 

 

 

 

 

リーダーとして必要な資質能力 
記号（        ） 記入日  平成      年      月      日 
 

 

 

 

 

 

 

リーダーとして必要な資質能力 
記号（        ） 記入日  平成      年      月      日 
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リーダーとして必要な資質能力 
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― 9 ―



リーダーとして必要な資質能力 
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学習事項振り返り記録 
（1 週間の学習の振り返り） 
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学習事項振り返り記録 
 
週末に 1 週間の学習を振り返り，学習の総整理をするとともに，次のステップへ進む意欲

作りをしよう。受動的学習から脱皮して，能動的な学習姿勢を身に付けることが目的なので，

自主的な書き込みをしていくことが大切。1 週間の中で学習したことや習得したこと，新た

に知った知識や先週まではわからなかったが今週になって理解できたことなどをどんどん記

入していこう。 

 

（例） 
授業教科（科目） 
国語・数学・英語・理科（    ）・地歴公民（    ）

記入日 
平成 25 年 4 月  13 日 

＊5 文型 第 1 文型 SV，第 2 文型 SVC，第 3 文型 SVO，第 4 文型 SVOO，第 5 文型 SVOC 

 第 1・2 文型の動詞は自動詞，第 3・4・5 文型の動詞は他動詞 

 第 2 文型（S=C）が成り立つ，第 5 文型（O=C）が成り立つ 

＊不定詞 (to do) （名詞的用法「～すること」・形容詞的用法「～するための」など・副詞的用法

「～するために」など），不定詞の否定表現 not to do 

＊動名詞(V~ing)（主語・補語・目的語・前置詞の目的語になる） 

＊不定詞と動名詞の違い（不定詞は未来的意味合いを含み，動名詞は過去的意味合いを含む） 

＊ It takes (me) + 時間 + to do ~ 「～するのに（時間）がかかる」 

＊ on and on ずっと，go on a mission = join a mission ミッションに参加する，come to an agreement 

= reach an agreement 同意に達する，a variety of =different kinds of 様々な，worry about V~ing ～

するのが心配だ，as for ~ ～に関して，take a bath 入浴する，without the help of ~～の助けなし

に，all in all 全体的に見て，概して，find ~ comfortable = find that ~ is comfortable ～を快適だと

思う，arm wrestling 腕相撲，to one’s surprise 驚いたことには，come to do = start V~ing, begin V~ing

～するようになる believe in ~ ～の価値を信じる 

 

 

コラム欄  
『強みは何か』 

誰でも，自らの強みについてはよくわかっていると思っている。だが，たいていは間違ってい

る。わかっているのはせいぜい弱みである。それさえ間違っていることが多い。しかし何ごとか

を成し遂げるのは，強みによってである。弱みによって何かを行うことはできない。できないこ

とによって何かを行うことなど，とうていできない。 

P.F.ドラッカー著 上田惇生編訳「プロフェッショナルの条件」より 
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新聞や本などからの学び 
 
 
 
 
 

   
 
 

   
 

沼津東高校各種体育施設 
 
 
 
 

― 33 ―



34 
 

新聞や本などからの学び 
 
興味を持った新聞記事を切り取って貼り付けたり，感銘を受けた本の中から言葉や表現を

抜き出し，書き出してみたりして自分の関心があることや気になるものを集めてみよう。ま

た，なぜその新聞記事や本の言葉を選んだのかを書き留めよう。 

例 
新聞社名，または本の出版社とタイトル 

（ Japan Times 平成 24 年 10 月 8 日    ）

【新聞の場合は記事の掲載年月日も記入】 

記入日  

平成 25 年 10 月 8 日 

  山中伸弥教授（京都大学 iPS 細胞研究所所長）ノーベル医学・生理学賞受賞 

[The Nobel Prize in Physiology or Medicine 2012] 

            

  山中教授は「人の皮膚細胞から万能細胞をつくること」に成功した。マウスの体細胞とＥＳ細

胞（万能細胞）を混ぜた溶液に電圧をかけると，2 つの細胞が融合し普通の細胞がＥＳ細胞化し

た（細胞の初期化），という論文を読んだ山中教授はマウスを使った実験で，体細胞を iPS 細胞

化（iPS 細胞・・・普通の細胞からＥＳ細胞化されたものは，受精卵から取り出したＥＳ細胞と

は異なるため，人工多能性幹細胞（iPS 細胞）と名付けた）することに成功し，さらに人の皮膚

細胞に 4 種の遺伝子を導入することで iPS 細胞を作り出せることを論文で発表した。…この記事

を選んだのは，iPS 細胞に強い興味を持ったからで，自分も研究に携わりたいと思った。 
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新聞や本などからの学び 
 

新聞社名，または本の出版社とタイトル 
（                     ）
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職 業 研 究 
 
 
 
 
 

     
 

北校舎と中校舎の間にある中庭 ≪香陵祭では屋外ステージになる≫ 
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職業調べ 
 自分が興味・関心を持っている職業についてインターネットや図書館を利用して調べてみ

よう。また，その職種へのルートや大学の学部・学科と職業との関係についても調べてみよ

う。沼津東高校進路課が発行している『進路の手引き』を利用すると「主な職種へのルート」

や「大学の学部・学科と職業」，「主な学部の内容と就職状況」，などのページがあるため，参

考にするとよいと思う。（平成 24 年度版『進路の手引き』では pp.64～72。平成 25 年度

版ではページ・内容が多少変わる可能性あり。） 

また，なぜその職業に関心を持っているのかも書き出してみよう。必要な資格などがあれ

ば，どのような手段でその資格が手に入るのかも調べてみよう。望ましい職業観・勤労観を

身に付けることが大切。 

例 

職業名 

    通訳案内士 

記入日  

平成 ２５年 ６月 １０日 

通訳案内士（ Licensed guide）とは，観光庁長官が実施する国家試験「通訳案内士試験」

に合格して，通訳案内士として登録した者のみが従事でき，観光客に対して外国語通訳 

及び観光案内を行って報酬を得る職業。外国観光客相手のプロの観光ガイド。報酬を得 

て外国人に付き添い外国語を用い旅行案内をすることは，通訳案内士法により，資格を 

得た上で，都道府県に登録する事が義務付けられている。試験は国土交通省主管。外国 

語についての筆記試験（記述式。受験する 1 ヶ国語を選択）と日本語による筆記試験（マ

ークシート方式 日本地理・日本史・産業，経済，政治及び文化に関する一般常識）に 

合格すると口述試験がある。口述試験は，筆記試験で選択した外国語を用いての面接試 

験。外国語能力はもちろん，ガイドとして知っておくべき日本文化や社会に関する知識 

も問われる。また同時に人物考査も行われ，通訳案内士としての適性が判断される。 

 

  コラム欄 

『時間を管理する』 自分の時間をどのように使っているか 

 通常，仕事に関する助言というと，計画するところから始めなさい，というものが多い。まこ

とにもっともらしい。だが問題は，それではうまくいかないことにある。計画は紙の上には残っ

ているが，やるつもりのままで終わる。実際に行われることは稀である。 

 私の観察によれば，成果を上げる者は仕事からスタートしない。時間からスタートする。計画

からもスタートしない。何に時間がとられているかを明らかにすることからスタートする。次に，

時間を管理すべく，自分の時間を奪おうとする非生産的な要求を退ける。そして最後に，その結

果得られた時間を大きくまとめる。すなわち，時間を記録し，管理し，まとめるという三つの段

階が，成果を上げるための時間管理の基本である。 

P.F.ドラッカー著 上田惇生編訳「経営者の条件」より 
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職業調べ 
   

職業名 
               

記入日  
平成   年   月   日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業調べ 
  

職業名 
               

記入日  
平成   年   月   日 
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職業人インタビュー 

 自分の関心がある職業について詳しく知る手段の１つとして，実際にその職業に就いてい

る方にインタビューしてみる方法があります。しかし，望む職業に就いている方への直接の

インタビューは必ずしも容易に出来るとは限りません。そこで，まずは自分の身近な人の中

で仕事についている人に，その職業に就いて質問をし，仕事の内容ややりがい，その職業を

選んだ理由やきっかけなどを聞いて，まとめてみましょう。質問する方が決まったら，まず

は質問事項を考えることから始めましょう。 

 
職業名・部署等 
          
 

記入日  
平成   年   月   日 

お名前 
               

職業年数（その仕事に就いてからの年月） 
          年     月 

質問事項 
例：なぜこの職業に就かれたのか   

質問事項  
 

回答 回答 

  

  

  

  

質問事項 
 

質問事項 
 

回答 回答 

  

  

  

  

質問事項 
 

質問事項 
 

回答 回答 
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選んだ理由やきっかけなどを聞いて，まとめてみましょう。質問する方が決まったら，まず
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職業名・部署等 
          
 

記入日  
平成   年   月   日 

お名前 
               

職業年数（その仕事に からの年月） 
年     月 

質問事項 
例：なぜこの職業に就かれたのか   

質問事項 
 

回答 回答 

  

  

  

  

質問事項 
 

質問事項 
 

回答 回答 

  

  

  

  

質問事項 
 

質問事項 
 

回答 回答 

  

  

  

  

就いて
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職業を知るセミナー 
 
 みなさんの職業観を育成してもらうために，1 年次の 2 学期に『職業を知るセミナー』を

実施しています。各界でご活躍されている方々に来校して頂き，職業を決めた時期・理由・

きっかけ，日々の仕事内容・エピソードや裏話，やりがいを感じる瞬間・この職業にとって

大切なこと，高校生の時にやっておくべきことなどをテーマにお話をしていただきます。質

疑応答も含めて約 75 分間ですが，司会や記録，講義録の作成，機材運搬・設置，講師の教

室案内も含めてすべて生徒の皆さんにやっていただきます。 

 平成 23 年度を例に挙げると，弁護士・公務員・銀行員・新聞記者・エンジニア・理系研

究職・医師・薬剤師の方々から貴重なお話をうかがうことができました。講師をやっていた

だく方は基本的に毎年変わります。皆さんの進路希望や興味・関心のある職業などに応じて

講師の先生をお願いしています。上記に示した通り 2 学期（10 月初旬）に実施しますので，

講師依頼は夏休み前にある程度終了しておかなければなりません。逆算していくと，みなさ

んには 5 月中旬くらいまでにはどんな職業に関心があるのかをアンケート調査することにな

ります。『職業を知るセミナー』をより良いものにするために，自分は将来どんな職業に就き

たいのか，どんな仕事に興味があるのかをよく考えておきましょう。 

 クラスごとに同じ人のお話を聞くわけではありませんし，すべての講師の方のお話を聞け

るわけでもありません。人数調整はしますが，講師決定後，基本的にはみなさんそれぞれが

希望する方の話を聞いてもらいます。また，聞いた話の内容を後日クラスで他の生徒たちに

話してもらいます。そうすることで，より多くの情報を得ることができると思います。せっ

かくの機会です。質問を考え，積極的に参加してください。 

 
 
興味・関心がある職業 質問したいこと 

1 

 

2 

 

3 
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夢ナビプログラム 
 
 
2011 年度 全国８８０校で実施。静岡県では４６校で実施されました。 

 

 

「夢ナビプログラム」とは・・・ 

 

以下，株式会社フロムページＨＰより抜粋 

 

夢ナビプログラムは，関心ごとから連想されるさまざまな学問を高校生一人ひと

りにカスタマイズして紹介する取り組みです。 夢ナビ講義を印字した「夢ナビ講

義シート」を生徒の関心ごとに応じて配付。夢ナビプログラムは総合学習や大学

を選択するための進路指導ツールとして高く評価されています。また，テレメー

ル進学カタログと連動して大学案内の請求を促します。 

 

 

「夢ナビ講義シート」とは・・・ 

夢ナビ講義本文や教員，入試広報からのメッセージなどのデータを専用の台紙に

印字したものが「夢ナビ講義シート」です。夢ナビプログラムの実施校において

事前に調査回収した関心ワードに対応する夢ナビ講義シートは，生徒ごとにセッ

トされ，「夢ナビ講義活用 BOOK」とともに専用の封筒に同封されて高校経由で

生徒の手に渡ります。 

 

▲3 つの関心ワードを答えた生徒には平均 9 枚～12 枚程度の夢ナビ講義シート

が返却されます。 

 

 

＊次ページ以降に関心ワード集を掲載しています。関心ワードによって p54（平

成 24 年度 1 年次生の 1 人が受け取った，10 枚の夢ナビ講義シートのうちの 1

枚）にあるような非常に詳しい説明を大学の先生からいただけます。 

 関心ワードの記入は短時間でできますが，関心ワードによって得られる情報は

大変有用です。事前に関心ワード集をよく見て，どんなワードを書くかしっかり

考えておいてください。 
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夢ナビプログラム 関心ワード記入用紙（体験用見本） 

 

 
＊株式会社フロムページ 夢ナビ編集部より許可を得て掲載しています。 
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関心ワード 参考ワード集 
 

 
＊株式会社フロムページ 夢ナビ編集部より許可を得て掲載しています。 
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関心ワード 参考ワード集 p１ 

 

 
＊株式会社フロムページ 夢ナビ編集部より許可を得て掲載しています。 
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関心ワード 参考ワード集 p２ 

 

 
＊株式会社フロムページ 夢ナビ編集部より許可を得て掲載しています。 
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関心ワード 参考ワード集 p３ 

 

 
＊株式会社フロムページ 夢ナビ編集部より許可を得て掲載しています。 
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生徒に個別に配布される，「大学教授からの夢ナビ講義シート一覧」（見本） 
 

 
＊株式会社フロムページ 夢ナビ編集部より許可を得て掲載しています。 
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夢ナビ講義シート（見本） 
 

 
＊株式会社フロムページ 夢ナビ編集部より許可を得て掲載しています。 
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模擬試験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 年次生が受ける模擬試験は・・・ 

進研模試       【全員受験  7 月・11 月・1 月】予定 

 ハイレベル模試 【希望者受験 6 月・10 月・２月】予定 

 

模擬試験の結果を記録しよう。点数や偏差値の記録だけではなく，自分の弱点に

ついての記入をしよう。総合成績を上げるには得意分野を伸ばすことも大切だが，

弱点を 1 つずつ潰していく方が圧倒的に効率はいい！学習においては，基本事項を

確実に抑え，穴をなくすことが大切だ。 

 

「勉強してないから模試受けたくないなー・・・」 

時々生徒の中からこんな声を聞くことがあります。気持ちはわかります。もっと

勉強してから受ければいい結果が出るのに・・・う～ん，ではいつ勉強し始めるの

でしょうか？きっと，自分はココが苦手だ，弱点はこれだ，このままじゃまずいぞ，

と気付いた時に始めるんじゃないですか？模擬試験はそのためのものです。模試で

満点を取ったら，そりゃまぁ，嬉しいでしょうが，その模試から得られるものは少

なからず減ってしまいます。わからない問題があったり，間違えてしまったりした

人の方が，自分の弱点を知ることできたり，知識が増えたりします。もちろん勉強

しようというきっかけにもなるんです。自分の学習のペースメーカーとして模擬試

験を上手に活用してください。 
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模擬試験による弱点分析 

 
参考：進研模試の個人成績表の見方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊株式会社ベネッセコーポレーションの許可を得て掲載しています。 
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7 月 進研模試 
記入日 

平成  年  月  日 

教科名 得点 偏差値 全国順位 校内順位 

国 語 点  位／   人 位／  人 

数 学 点  位／   人 位／  人 

英 語 点  位／   人 位／  人 

合 計 点  位／   人 位／  人 

 

教科名 弱 点 弱点克服計画 

国 語 

  

  

  

  

  

数 学 

  

  

  

  

  

英 語 

  

  

  

  

  

 

次回11月 

教科名 

次回目標 

得点 

次回目標 

偏差値 

次回目標 

全国順位 

次回目標 

校内順位 

国 語 点          位        位

数 学 点          位        位

英 語 点          位        位

合 計 点          位        位
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１１月 進研模試 記入日 
平成  年  月  日 

教科名 得点 偏差値 全国順位 校内順位 

国 語 点  位／   人 位／  人 

数 学 点  位／   人 位／  人 

英 語 点  位／   人 位／  人 

合 計 点  位／   人 位／  人 

 
教科名 弱 点 弱点克服計画 

国 語 

  

  

  

  

  

数 学 

  

  

  

  

  

英 語 

  

  

  

  

  
 
次回 1 月 
教科名 

次回目標 
得点 

次回目標 
偏差値 

次回目標 
全国順位 

次回目標 
校内順位 

国 語 点          位        位

数 学 点          位        位

英 語 点          位        位

合 計 点          位        位
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１月 進研模試 記入日 
平成  年  月  日 

教科名 得点 偏差値 全国順位 校内順位 

国 語 点  位／   人 位／  人 

数 学 点  位／   人 位／  人 

英 語 点  位／   人 位／  人 

合 計 点  位／   人 位／  人 

 
教科名 弱 点 弱点克服計画 

国 語 

  

  

  

  

  

数 学 

  

  

  

  

  

英 語 

  

  

  

  

  
 
次回７月 
教科名 

次回目標 
得点 

次回目標 
偏差値 

次回目標 
全国順位 

次回目標 
校内順位 

国 語 点          位        位

数 学 点          位        位

英 語 点          位        位

合 計 点          位        位
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６月 ハイレベル模試 記入日 
平成  年  月  日 

教科名 得点 偏差値 全国順位 校内順位 

国 語 点  位／   人 位／  人 

数 学 点  位／   人 位／  人 

英 語 点  位／   人 位／  人 

合 計 点  位／   人 位／  人 

 
教科名 弱 点 弱点克服計画 

国 語 

  

  

  

  

  

数 学 

  

  

  

  

  

英 語 

  

  

  

  

  
 
次回10月 

教科名 
次回目標 

得点 
次回目標 
偏差値 

次回目標 
全国順位 

次回目標 
校内順位 

国 語 点          位        位

数 学 点          位        位

英 語 点          位        位

合 計 点          位        位
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１０月 ハイレベル模試 記入日 
平成  年  月  日 

教科名 得点 偏差値 全国順位 校内順位 

国 語 点  位／   人 位／  人 

数 学 点  位／   人 位／  人 

英 語 点  位／   人 位／  人 

合 計 点  位／   人 位／  人 

 
教科名 弱 点 弱点克服計画 

国 語 

  

  

  

  

  

数 学 

  

  

  

  

  

英 語 

  

  

  

  

  
 
次回２月 
教科名 

次回目標 
得点 

次回目標 
偏差値 

次回目標 
全国順位 

次回目標 
校内順位 

国 語 点          位        位

数 学 点          位        位

英 語 点          位        位

合 計 点          位        位
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２月 ハイレベル模試 記入日 
平成  年  月  日 

教科名 得点 偏差値 全国順位 校内順位 

国 語 点  位／   人 位／  人 

数 学 点  位／   人 位／  人 

英 語 点  位／   人 位／  人 

合 計 点  位／   人 位／  人 

 
教科名 弱 点 弱点克服計画 

国 語 

  

  

  

  

  

数 学 

  

  

  

  

  

英 語 

  

  

  

  

  
 
次回６月 
教科名 

次回目標 
得点 

次回目標 
偏差値 

次回目標 
全国順位 

次回目標 
校内順位 

国 語 点          位        位

数 学 点          位        位

英 語 点          位        位

合 計 点          位        位
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志望校研究 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

沼津東高校グラウンド全景 
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コラムページ 

「ＥＱ」という言葉を聞いたことがありますか？ 

 国語辞典の大辞泉には，「《Emotional Quotient》情動指数。感情指数。実社会の人間関係の中で重要な一種の

知性として，米国の心理学者ダニエル＝ゴールマンはベストセラー「Emotional Intelligence」（邦訳「ＥＱ・こ

ころの知能指数」）の中で，自分の感情を認識し，自制する能力，他者を共感的に理解する能力などをあげている。

ＩＱのように知識に偏重しがちな教育に警鐘を鳴らすものとして，日本でも関心を集めた。」とある。ダニエル＝

ゴールマンはその著書，『ＥＱリーダーシップ』の中で次のように書いている。「共鳴的リーダーは，協調を呼び

かけるべきとき，ビジョンを提示すべき時，傾聴すべき時，命令を下すべき時を知っている。こういうリーダー

は，自分の感覚に耳を傾けて大切なことを察知する能力を持っている。また，部下たちの価値観と共鳴しうるミ

ッションを提示する能力を持っている。こういうリーダーは自然に人間関係を育み，噴火しそうな問題を救い上

げ，集団にシナジー（相乗効果）を起こすことができる。彼らは部下のキャリアに心を砕くので熱烈な忠誠の対

象となり，集団の価値観を凝縮したミッションを提示して部下から最高の力を引き出すことができる。ＥＱの高

いリーダーは，正しいタイミングで，正しいやり方で，正しい相手に対して，正しい行動を起こす。そのような

リーダーシップは熱意と柔軟性に満ちた組織風土を醸成し，その中で部下たちは革新的な試みを恐れずに最高の

能力を発揮する。こうした職場の風土は，人間的要素を通じて企業のパフォーマンスに新しい価値を付加するも

のであると言える。ＥＱの高いリーダーは古いタイプのリーダーに比べて価値観をより重視し，柔軟で形式ばら

ず，率直で隠し立だてをしない。人間やネットワークのつながりもより親密だ。そして何よりも，ＥＱリーダー

シップからは共鳴がにじみ出てくる。優れたリーダーはミッションに対して純粋な情熱を抱いており，その情熱

は伝播する。リーダーの熱意と興奮は自然に拡散し，部下たちを元気づける。ＥＱリーダーの鍵は，共鳴なのだ。」 

ＥＱの 4 領域と関連コンピテンシー  (Daniel Goleman 『EQ リーダーシップ』)より 

個人的コンピテンシー…自分自身に対処する能力 

自己認識 ○感情の自己認識－自分自身の感情を読み取り，そのインパクトを認識する。直感を信じて決断する。

○正確な自己認識－自分の長所と限界を知る。 

○自信―自分の価値と能力に対する健全な信頼。 

自己管理 ○感情のコントロールー不穏な感情や衝撃をコントロールする。 

○透明性―正直と誠実。信頼できる。 

○順応性―状況の変化に順応し，障害を克服できる柔軟性。 

○達成意欲―自分の内なる目標基準の達成をめざしパフォーマンスを向上させる意欲。 

○イニシアチブー進んで行動を起こし，チャンスをつかむ。 

○楽観―ものごとの良い面を見る。 

社会的コンピテンシー…人間関係に対処する能力 

社会認識 ○共感―他者の感情を感知し，他者に視点を理解し，他者の事情に積極的関心を示す。 

    ○組織感覚力―組織内の潮流，意思決定ネットワーク，政治力学を読み取る。 

○奉仕―部下や顧客のニーズを認識し，対応する。 

人間関係の管理 ○鼓舞激励―求心力のあるビジョンを掲げてモチベーションを与える。 

    ○影響力―さまざまな説得術を行使する。○紛争処理―意見の相違を解決する。 

○育成力―フィードバックと指導を通じて他者の才能を育てる。  

○変革促進―新機軸を発議し，管理し，統率する。○チームワークと協調―協調とチーム作り。 

＊この４領域を

バランスよく身

に付けたい！！ 
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志望校研究 
 
上級学校について考えてみよう。希望する職業に就くための手段として，上級学校へ進学

することを考えてみる。自分の希望職種とつながる志望校について調べてみよう。まずは，

志望校・学部・学科（専攻・コース）名を記入してみよう。 

 
  記入日 平成   年   月   日 

第 1 志望 
         大学         学部       学科 

         専攻・コース 
進研コード（                  ） 

第 2 志望 
         大学         学部              学科 
                             専攻・コース 
進研コード（                  ） 

第 3 志望 
         大学         学部              学科 
                             専攻・コース 
進研コード（                  ） 

 

志望理由を書いてみよう 
  

数多くの学校がある中でなぜその学校・学部・学科を選んだのか，第 1 志望の学校につい

て志望理由を明確に記してみよう。進路選択能力をつけることが目的だ。 
 

    大学     学部     学科 
               専攻・コース

記入日  
平成   年   月   日 
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オープンキャンパス研究レポート 
 
上級学校について知るための手段として大変有効な方法は各校が実施するオープンキャン

パスに参加することです。実際に授業を体験したり，キャンパスを案内してもらったり，カ

リキュラムや学校生活について学生から直接話を聞いたりすることができます。自分が希望

する学校のオープンキャンパスに参加して得た情報や気付いたことを記録しましょう。 
 

       大学      学部       学科 
                    専攻・コース 

記入日  
平成  年  月  日 

オープンキャンパス参加日  平成   年   月   日 

 良かった点 

 

 

 

 

 

 

 心配・不安になった点 

 

 

 

 

 

 

 その他，気付いたこと 
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オープンキャンパス研究レポート 
 
上級学校について知るための手段として大変有効な方法は各校が実施するオープンキャン

パスに参加することです。実際に授業を体験したり，キャンパスを案内してもらったり，カ

リキュラムや学校生活について学生から直接話を聞いたりすることができます。自分が希望

する学校のオープンキャンパスに参加して得た情報や気付いたことを記録しましょう。 
 

       大学      学部       学科 
                    専攻・コース 

記入日  
平成  年  月  日 

オープンキャンパス参加日  平成   年   月   日 

 良かった点 

 

 

 

 

 

 

 心配・不安になった点 

 

 

 

 

 

 

 その他，気付いたこと 
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コラムページ 
 

「君たちの大先輩 長沢二郎さん」 

 

長沢 二郎（ながさわ じろう, 1932年（昭和 7年）2月 2日 - 2010年（平成 22年）3月 23

日）は，日本の競泳選手。 

静岡県沼津市出身。静岡県立沼津東高等学校から早稲田大学高等学院に編入し，早稲田大学

卒業。早大では水泳部に所属した。 

1954 年 5月にバタフライが平泳ぎから分離する形で考案され，同年 6 月に長沢が「ドルフィ

ンキック」を発明，当時の 200 メートルバタフライの世界新記録を更新した。同年には第 4

回日本スポーツ賞を受賞。引退後の 1964年には，第 18回夏季オリンピック東京大会におい

て競泳日本代表のコーチを務めた。 

1993 年に国際水泳殿堂入りも果たしている。水泳殿堂の表彰式の際，同時に殿堂入りしたバ

タフライ元世界記録保持者のメアリー・マーハー（アメリカ）が「長沢さんのドルフィンキ

ックの発明がなかったら，私はバタフライをやっていなかったし，世界記録も作れませんで

した。長沢さんに感謝しています」とスピーチしたほど，長沢の発明は世界の水泳の歴史を

変えるものだったといえよう。 

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      後列右から 3 人目が長沢さん 
                               

        写真は長沢さんの著書『いつか夢を ドルフィンキック一代記」より 
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コラムページ 
 

「君たちの大先輩 長沢二郎さん」 

 

 長沢二郎略歴（水泳関係） 

1932 年（昭和 7 年）静岡県駿東郡静浦村獅子浜（現沼津市）に生まれる 

          県立沼津中学校・沼津東高校・早大高等学院・早稲田大学政経学部卒 

1955 年（昭和 30 年）早大卒業後，米・エール大学キッパス教授・同大学監督の招聘で渡

米 

《競技》 

1943 年（小 6）  静岡県学童大会 50ｍ背泳ぎ 4 位 

1944～46 年    ☆転校・戦争・戦災により中断 

1947 年（中 3）  静岡県中等大会（第 1 回県スポーツ祭）400・800ｍ自由形 1 位 

1948 年（高 1）  全国高校（インターハイ）800ｍ自由形 4 位 

1949 年      ☆転校のため日本水泳連盟規則によりインターハイ・国体の出場禁止 

1950 年（高 3）  第 22 回早慶対抗水泳競技会 200ｍ平泳ぎ 1 位 

1952 年（大２）  日本選手権（兼オリンピック選手選考会）200ｍ平泳ぎ 1 位 

         日本学生選手権（インターカレッジ）200ｍ平泳ぎ 1 位（日本新） 

         第 15 回ヘルシンキオリンピック大会 200ｍ平泳ぎ６位 

1953 年（大３） ☆バタフライ泳法禁止のため自由形（短距離）に転向 

1954 年（大４）  5 月☆バタフライが平泳ぎから分離・独立した新しい種目となる 

          6 月 バタフライ・ドルフィンキック泳法を考案・完成 

         9 月  世界記録（西ドイツ Ｈ.クライン選手の 2 分 27 秒 6）を 5.8 秒

更新する 

1956 年      AAU 全米室内選手権 220 ヤード・400ｍメドレーリレー（早大チ

ーム／長水路・短水路 2 回）で世界新記録。長水路世界最高記録（後の

ルールの世界新記録）計 16 個 

《役職》 

1961～1964 年  東京オリンピック大会強化コーチ 

1975～1979 年  早稲田大学水泳部総監督 

      

（長沢二郎著『いつか夢を ドルフィンキック一代記」より』 
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コラムページ 

 

「君たちの大先輩 長沢二郎さん」 

    

 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 

（長沢二郎著『いつか夢を ドルフィンキック一代記」より』 
 

沼東ＯＢの中には素晴らしい方たちが数多くいらっしゃいますが， 
私（川村）が直接お会いしたことのある方を紹介させていただきました。 
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講演会 記録・感想等 
 
 
 
 

      
 

香陵記念館 
 

（図書館，階下には講演会等が開かられる階段式の 

座席がある 150 名収容の大ホールがある） 
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講演会 記録・感想等 
 
 
 

沼津東高校では様々な進路講演会・大学説明会・その他講演会等があります。講演会や説

明会には筆記用具とこのノートを持参して，話を聞きながらメモを取り，重要なことをまと

め，感想を書きましょう。 

 
 

 
 
 
 
 
 

コラム欄 
 

 『人の己れを知らざるを患
うれ

えず 人を知らざるを患
うれ

うる也』 

                           （孔子『論語』学而篇）より 

  
「自分が人から認められないのは悩みではなく，自分が他の人のよさを認められないこと 

こそ悩みである」 
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講演会（説明会）名 
 

講演会（説明会）開催日  
平成  年  月  日 

講演者 

 
記入日 
 平成  年  月  日 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 
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講演会（説明会）名 
 

講演会（説明会）開催日  
平成  年  月  日 

講演者 

 
記入日 
 平成  年  月  日 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 
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講演会（説明会）名 
 

講演会（説明会）開催日  
平成  年  月  日 

講演者 

 
記入日 
 平成  年  月  日 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 
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講演会（説明会）名 
 

講演会（説明会）開催日  
平成  年  月  日 

講演者 

 
記入日 
 平成  年  月  日 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 
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講演会（説明会）名 
 

講演会（説明会）開催日  
平成  年  月  日 

講演者 

 
記入日 
 平成  年  月  日 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 
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講演会（説明会）名 
 

講演会（説明会）開催日  
平成  年  月  日 

講演者 

 
記入日 
 平成  年  月  日 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 78 ―



79 
 

未来予想図を作る 
 
高校 3 年間のビジョンを考え，さらに卒業後の進学先や就職先でのことも含めた未来予想

図を描いてみよう。 

 日   月   年   成平  日入記 

高校 3 年間で力を入れること 

 

（２年生ではこんなことに力を入れ

たい，3 年生ではこれを実現する！

などというものでも構いません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学先で力を入れたいこと 
 

（大学に入ることが目的になってし

まわないために，ココを特にしっか

り考えよう！取得予定の資格などに

ついても書いてみよう！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職先で一生懸命取り組む予定のこ

と 
 

（就職するならこんな会社で，具体

的にはこんなことをしてみたい！な

どということを書いてみよう） 
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コラム欄 

『多岐
た き

亡羊
ぼ う よ う

』 

 

「大道
たいどう

は多岐
た き

を以
もっ

て羊を亡
に

がし，学ぶ者は多方を以
もっ

て生
せい

を 喪
うしな

う」という『烈子』説符篇の故

事からできた四字成句。 
 

「大きな道は分かれ道が多く，逃げた羊をとり逃がしてしまう。学問の道が多方面に分かれ

すぎると真理を求めづらくなり，生き方がわからなくなってしまう」という意味。 
 

 多様な方面に興味を持つのはいいことであるが，あれもこれもと欲張って手を付けようと

すると，すべてが中途半端になってしまう。原点に立ち返りポイントを見定めることが大切

である。情報過多の現代においても気を付けなければならないことだ。情報をうまく整理し，

自らが進むべき道を的確に見定める必要がある。 
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